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日本野鳥の会佐賀県支部 

 
 

2021 年 6月号 ／ No.234 ／ 令和 3 年 5月 23日発行 

C  sayaka 

発行者：宮原明幸   編集者：馬場順一  ｲﾗｽﾄ：中村さやか 

ヤマドリひなちゃん  （多久の林道にて / 撮影：秀島泉さん） 



     

【日 時】2021年 3月 21日、4月 4日＆4月 11日 

【出席者】3/21：11名 4/4：11名 4/11：14名 

 

【主な話し合い項目】 （既に終了した案件については割愛したものがあります） 

（1）コアジサシ営巣地について 

① 東よか干潟拠点施設「ひがさす」のすぐ隣にコアジサシ営巣地を設けた。 

② 4月 4日に小動物侵入防止ネットを張り巡らした。 

 

（2）ブッポウソウの里について 

① 3月 7日に富士町下無津呂で巣箱の設置作業を行った。 

 ② さらに追加して設置するかもしれない。 

 

（3）風力発電に関して 

 ① 唐津市・七山地区に風力発電を設置する計画がある。 

 ② 唐津市に隣接する糸島市民からも反対の声が上がっている 

 ③ 日本野鳥の会佐賀県支部も設置反対の署名活動に協力していく 

 ④ 風力発電設置に関する要望書を佐賀県などに提出する 

 

（4）支部総会に向けて 

 ① 新型コロナ感染症の心配もあり、多人数集まっての総会は開催しない。 

 ② 会計監査終了後に議案書を会員に郵送・配布する 

 

（5）出席者からの提案 

 ① 観察会のあとにでも「勉強会」をしてみてはどうか。 

 ② 佐賀県には自然保護団体環・境保護団体がいくつもある。 連携しての活動も考えて 

   いく。 

 

（6）その他、今後の活動についてなどの協議を行った。  

  コロナ感染症拡大防止のため 5月、6月の探鳥会は行わない。 

    

  

 

 

  

 

 

 

役員会報告                     （事務局：島田洋） 
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ようこそ 佐賀県支部へ！・・・支部入会者情報 

                               副支部長 青栁 良子 

支部報 233号でお知らせした以降の入会者情報を お知らせいたします。 

3月入会者 1名  

4月入会者 2名 

5月入会者 1名 

 

佐賀県支部の会員は現在２30名です。 

新型コロナウイルス感染予防のため野鳥の会の活動も自粛せざるを得ない状況です。 

そんなこともあってか会員数がなかなか伸びません。 

 

 『観察会に参加できないから・・』とか『高齢だから・・』との理由で退会される方も 

あります。 

私たち野鳥の会は鳥や自然を愛でる趣味の会ですが、同時に野鳥を大切にする活動を通し 

どんどん失われていく自然を守る自然保護団体でもあります。 

私たち一人一人の数が！ 

みんなの出し合う会費が！ 

自然を守る『力』になります！ 

「会員」でいることが「自然保護に協力していること」になるのです。 

お願いです。経済的にご負担でなければ会に籍を置き続け、今残る自然を次の世代へ引き 

継ぐ『力』を貸してください‼ 

  

 みなさまの周りに 花や昆虫など自然の生き物に興味・関心をお持ちの方はいらっしゃい 

ませんか？ 

 観察会がしばらくは中止となっておりますが、再開した折には是非お誘いください。 

野鳥の会は 「いつでも入会OK」です。 

日本野鳥の会とは 

「野鳥も人も地球のなかま」を合言葉に、野鳥や自然の素晴らしさを伝えながら、 

自然と人間とが共存する豊かな社会の実現を目指し、活動を続けている自然保護 

団体です。 
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■東よか干潟（大授搦）探鳥会報告（佐賀市） 

①【日 時】 2021年 3月 14日 

【参加者】会員 22名 一般参加者 3名 （案内役：田中丸雅雄、加藤芳隆） 

【観察された野鳥】ツクシガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、オナガガ 

モ、コガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、カワウ、アオサギ、ダイサギ、コサギ、 

ヘラサギ、クロツラヘラサギ、ミヤコドリ、シロチドリ、メダイチドリ、オオメダ 

イチドリ、ハジロコチドリ、ダイゼン、トウネン、ハマシギ、コオバシギ、オオハ 

シシギ、ツルシギ、アカアシシギ、コアオアシシギ、アオアシシギ、オオソリハシ 

シギ、ダイシャクシギ、ホウロクシギ、チュウシャクシギ、ユリカモメ、ズグロカ 

モメ、セグロカモメ、ミサゴ、トビ、カササギ、ハシブトガラス、キクイタダキ、 

ヒバリ、ウグイス、スズメ、アトリ （45種） 

 

【案内役より】 

  緊急事態宣言が解除され、正月の朝日山以来の久々の観察会です。 

  春の渡りが始まり、越冬していたツクシガモ・ズグロカモメが半減しています。 

  開始早々にアカアシシギ。 中央部に移動して、50羽のクロツラヘラサギとダイ 

  シャクシギの群れ。 さらに西に進み、赤く夏羽になりはじめたコオバシギ。 

  ハジロコチドリ情報が入り、さらに西へ。 コアオアシシギ・ツルシギを見る。 

  満潮時には干潟が残り、間近に鳥たちを見ることができました。 

  シギ・チドリ類 18種、カモ類 9種、その他 18種、計 45種を鳥合わせして、 

  解散する。 

   

②【日 時】 2021年 4月 11日 

【参加者】会員 24名 一般参加者 10名 （案内役：田中丸雅雄、加藤芳隆） 

【観察された野鳥】ツクシガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、ハシビロ 

  ガモ、オナガガモ、コガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、カワウ、ア 

  オサギ、ダイサギ、ヘラサギ、クロツラヘラサギ、ミヤコドリ、シロチドリ、メダ 

  イチドリ、コチドリ、ムナグロ、ダイゼン、トウネン、ヨーロッパトウネン、ハマ 

  シギ、コオバシギ、オバシギ、オオハシシギ、ツルシギ、コアオアシシギ、アオア 

  シシギ、オオソリハシシギ、ダイシャクシギ、ホウロクシギ、チュウシャクシギ、 

  ユリカモメ、ズグロカモメ、セグロカモメ、コアジサシ、クロハラアジサシ、ミサ 

  ゴ、トビ、ハシボソガラス、ヒバリ、ツバメ （45種） 

【案内役より】 

  快晴、風もなく絶好の天気です。 本日のテーマは「ダイゼンとムナグロの相違を 

  見分けよう」 開始早々、水際に夏羽になったムナグロを見つける。 周囲にいる 

  ダイゼンよりやや細身で、背中の黄色の斑点が目立つ。 

  春の渡りが始まり、夏羽になったオオソリハシシギ雄の赤色、メダイチドリの胸の 

各地の探鳥会報告 

-4-  

図 3 

 



  赤色もきれいだ。 中央部に移動し、今年越冬し夏羽になったコオバシギを見る。 

  潮位は予想より高くならず、干潟が 150mほど残るが、鳥たちは飛び立たず、数 

  多くのシギ・チドリが観察された。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 シギチフェス 2021 in 東よか干潟  

 4月 29日に東よか干潟ビジタ－センタ－『ひがさす』で、日本野鳥の会佐賀県支部・ 

佐賀野鳥の会・ひがさす、の共同主催でシギチフェスが開催されました。 

シギチフェスは 2019年より東よか干潟で、秋の『シチメンソウ祭り』と合わせ、春の 

『シギチフェス』の 2大イベントとすることを目論み、はじめた行事です。 

昨年は、コロナで開催出来ませんでしたが、今年は収まらないコロナ禍ではありますが・・・ 

大々的な宣伝はせずに『ひがさす』を訪れた方のみを対象にと、計画されました。 

野鳥の会は、東よか干潟で撮影された橋本さん・加藤さんのシギチの写真展示・出前探鳥 

会・パタパタコアジサシの工作を、テントを設営して実施する計画でした。 

また、バードリサ－チの講演や有明海グルリンネット等の団体も催し物を準備されていま

した。 ところが、ご存知の通りコロナ感染者が急増し、更に規模縮小で写真展示だけと 

なりました。 

当日は、とどめの雨で殆んど来訪者も無く関係者のみの残念なイベントでした。 

なお、当日予定されていた支部探鳥会は雨のため中止しました。 

 

※森林公園の初心者対象のバードウォッチングに参加され、「鳥の絵を描くのが好き」と 

 言っていた川上小学校4年の東島大樹君がシギチフェスにイラストを描いて持ってきて 

 くれました。 （顔写真の掲載は保護者・本人の了解をいただいています。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

観察会の様子＆ムナグロ （写真提供：加藤芳隆さん） 

（写真提供：水田稔さん） 
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■小城公園探鳥会報告（小城市） 

【日 時】 2021年 3月 28日 

【参加者】会員 8名、一般参加者 2名 （案内役 蒲原 留美） 

【観察された野鳥たち】カイツブリ、アオサギ、コサギ、キジバト、ドバト、カワセミ、 

  コゲラ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、ヒヨドリ、シロハラ、ツグミ、シジュウ 

  カラ、ヤマガラ、エナガ、メジロ、アオジ、カワラヒワ、アトリ、イカル、ムクド 

  リ、カササギ、ハシボソガラス、カワウ、ツバメ、ハイタカ （26種類） 

【観察した花】桜、クヌギ、五色八重散り椿 

【その他】真っ白なハトが一羽 

【案内役より】 

    前日からのあいにくの雨にも関わらず、10名の皆さんに参加いただきました。 

（イラスト：東島大樹君） 
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    雨が小降りに降ったり止んだりする中をゆっくりと歩きながら、観察の合間には 

    小城町在住の青栁さんに小城公園の歴史や公園内にある神社や史跡などについて 

    教えていただいたり、あまり見かけない花が何の花かを（クヌギでした）皆で調べ 

    たりと、野鳥観察以外の楽しい時間も過ごすことができました。 

    雨が止むと、鳥達がちらりちらりと姿を現わし、雨で人が少ないことに安心をして 

    いるのか、ゆっくりとした動きで枝や地面で啄む様子をじっくり観察することが 

    できました。 小城公園では珍しい真っ白なハトに「カメラを車に置いてきた時に 

    限ってね。」との参加者の声。 「そんな時に限ってね」との笑い。 そんな場面も 

    ありました。 観察会前の見回り時にいたミヤマホオジロは、観察会中はでてきて 

    くれず、案内役としてはそこがちょっと残念でした。 

    雨の中、足を運んでいただいた参加者の皆さん、お話をしていただいた青栁さん、 

    どうもありがとうございました。  

    雨の中の観察会が皆さんにとって楽しいものであったことを願っております。 

 

■森林公園・初心者探鳥会報告（佐賀市） 

【日 時】 2021年 4月 18日 

【参加者】会員 16名、一般参加者（初心者）27名 （案内役：島田洋） 

【観察された野鳥たち】カワウ、カンムリカイツブリ、アオサギ、クロツラヘラサギ 

  2羽、マガモ、カルガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、ハヤブサ、オオバン、アオアシ 

  シギ、イソシギ、キジバト、ドバト、コゲラ、ヒバリ、ツバメ、ハクセキレイ、セ 

  グロセキレイ、シロハラ、アカハラ、ツグミ、ツリスガラ、シジュウカラ、メジロ、 

  ホオジロ、アオジ、アトリ、カワラヒワ、マヒワ、ムクドリ、スズメ、カササギ、 

  ハシボソガラス、ハシブトガラス （35種） 

【案内役より】 

  晴天でした。しかし、風は冷たい。 観察会の受付は、駐車場そばの休憩所。 

  初心者の方も次々に来られます。 双眼鏡の貸し出しなどでやや慌ただしい受付作 

  業となりました。 9時過ぎに観察開始。 40名を超える大人数で公園内を回り 

  ました。 アトリやツグミなどの冬鳥もいるし、ツバメもいます。  

  嘉瀬川の土手の上に出て、観察。 カンムリカイツブリやクロツラヘラサギが人気 

  を集めていました。 オオヨシキリはまだ来ていません。  

  2時間あまりの観察会でした。 初心者の方の反応もよかったと思います。 

  野鳥の会への入会案内などもさせてもらいました。 

 

  

 

 

 

 

 

 
観察会の様子＆アカハラ （写真提供：加藤芳隆さん） 
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■鳥栖市民の森探鳥会報告（鳥栖市） 

【日 時】 2021年 4月 25日 

【参加者】会員 17名 一般参加者 大人 2名 子供 2名 （案内役：水田稔） 

【観察された野鳥たち】キジバト、カワウ、ハイタカ、カワセミ、コゲラ、アオゲラ、 

  ハシボソガラス、ヤマガラ、シジュウカラ、ツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、 

  メジロ、キセキレイ、カワラヒワ、ホオジロ、センダイムシクイ、コジュケイ、オ 

  オルリ、キビタキ （21種） 

【案内役より】 

  鳥栖市民の森ははじめての探鳥会でしたが、天気も良くダム湖に続く川沿いを散策 

  しました。 後半は山の方に入り「鳥の水のみ場」付近で、オオルリを間近で観察 

  できました。 「鳥の水のみ場」付近が整備されて、雲仙のアザミ谷のように沢山 

  の小鳥が訪れるようになればと願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■春の渡り・見島探鳥行報告（山口県萩市） 

【日 時】 2021年 5月 2日～4日 

【参加者】会員 8名 （案内役：宮原明幸） 

【観察された野鳥たち】カイツブリ、マガモ、カルガモ、キンクロハジロ、カンムリウ 

  ミスズメ、オオミズナギドリ、ウミネコ、アカガシラサギ、アマサギ、チュウサギ、 

  ダイサギ、アオサギ、コチドリ、メダイチドリ、ケリ、トウネン、ツバメチドリ、 

  タカブシギ、コアオアシシギ、イソシギ、ソリハシシギ、アオアシシギ、タシギ、 

  セイタカシギ、ミサゴ、トビ、ハイタカ、ツミ、ハヤブサ、コノハズク、アオバズ 

  ク、コジュケイ、カラスバト、キジバト、ツツドリ、ヨタカ、アマツバメ、カワセ 

  ミ、ブッポウソウ、ツバメ、ムネアカツバメ、コシアカツバメ、ショウドウツバメ、 

  ツメナガセキレイ、シベリアツメナガセキレイ、キセキレイ、ハクセキレイ、タイ 

  ワンハクセキレイ、マミジロタヒバリ、ビンズイ、タヒバリ、ヒヨドリ、コマドリ、 

  シマゴマ、コルリ、ルリビタキ、ノビタキ、イソヒヨドリ、トラツグミ、アカハラ、 

  マミチャジナイ、カラアカハラ、クロツグミ、シロハラ、ツグミ、ウグイス、キマ 

  ユムシクイ、エゾムシクイ、センダイムシクイ、キビタキ、ムギマキ、オジロビタ 

  キ、オオルリ、コサメビタキ、エゾビタキ、メジロ、ホオジロ、カシラダカ、キマ 

  ユホオジロ、シロハラホオジロ、コホオアカ、アオジ、シベリアアオジ、ノジコ、 
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観察会の様子＆鳥の水飲み場 

 （写真提供：水田稔さん） 



  シマアオジ、シマノジコ、カワラヒワ、アトリ、スズメ、ムクドリ、コムクドリ、 

  コウライウグイス、ハシボソガラス、ハシブトガラス （亜種含め 95種） 

【案内役より】 

  コロナ禍で開催が危ぶまれましたが、島が受け入れる 

  とのことで決行しました。 2日は、船酔いが出るほ 

  ど海は大荒れでした・・・ お蔭で、嵐で足止めされ 

  た沢山の鳥達に出会うことが出来ました。 

    私は 2年間見島に、ご無沙汰しましたが・・・ 

  多くの水田が放棄されブッシュに変わっています。 

  島民の高齢化に伴い、田仕事が出来なくなったので 

  しょうが・・・  

  湿地の必要な渡り鳥に影響が出るのではと危惧します。 

  来年も、その先も見島で探鳥続けたいですネ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■御手洗の滝探鳥会報告（鳥栖市） 

【日 時】 2021年 5月 9日 

【参加者】会員 11名 （案内役：水田稔） 

【観察された野鳥たち】キジバト、コゲラ、アオゲラ、シジュウカラ、ハシブトガラス、 

  ヤマガラ、ヒヨドリ、ホオジロ、ソウシチョウ、オオルリ、キビタキ （12種） 

【案内役より】 

  参加が少人数での開催となりました。 渓流沿いをカジカガエルの声を聞きながら 

  散策しました。 滝までの間は鳥の気配があまりしなかったので、途中から石谷山 

  方面へ向かいました。 今回は 1ｋｍぐらい進みましたが、上の方にはアカショウ 

  ビン、ヤイロチョウ、ミソサザイ等がいるそうです。 

  登山者も登るようなコースですから、しっかりした靴と体力が必要です。 

 

 

 

 

 

   見島・宇津の港 

（写真提供：加藤芳隆さん） 

観察会の様子          シマノジコ              オジロビタキ 

            （写真提供：加藤芳隆さん） 
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■加藤 芳隆さん（上峰町） 

4月 24日 【白石町】コシャクシギ８羽 白石調整池近くの田んぼ 

                    25、29、30日も確認 

           ツメナガホオジロ夏羽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■秀島 泉さん（多久市） 

4月 22日 【多久市】アオバト 山を巡回中に鳴き声が聞こえてきたので少し待って 

        いると桜の枝がたわわになって実をつついているのを発見しました。 

        初見初撮りで大変うれしかったです。 

4月 24日 【多久市】ヤマドリ雛 野鳥のグループに投稿したところヤマドリの雛の 

        可能性が高いとのことでした。10ｍぐらい先の林道でなんかおもちゃ 

        みたいなのがチョンチョンチョンと動いていました。 よく見ると 

        ひよこに似た鳥さんでした。 近くに親がいるかと思い待っていたの 

        ですが、 姿も声も聞こえませんでした。 でも歩く姿がとてもかわい 

        かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんからの野鳥＆生きもの・自然情報 

コシャクシギ               ツメナガホオジロ 

    アオバト                 ヤマドリひな 
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■八木 ひとみさん（佐賀市） 

3月 10日 【鹿児島県出水市】ナベヅル 北帰行前、レンゲ畑でのんびりしています。 

3月 20日 【佐賀空港周辺】コチョウゲンボウ♂ 

3月 27日 【佐賀空港周辺】コチョウゲンボウ♀、アトリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 3日 【福岡県井原山】ミソサザイ 水無登山道はこの時期イチリンソウ、 

              ニリンソウなどが咲きお花畑のようです。  

4月 7日 【樫原湿原】カワセミ、ミツガシワ 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

4月 18日 【長崎県野母崎】ヒメコウテンシ、マヒワ♂、♀ 

4月 25日 【白石町】コシャクシギ 4/29も 

5月 3日 【長崎県野母崎】アマサギ 

5月 8日 【白石町】オオヨシキリ、バン、タカブシギ、ウズラシギ、クサシギ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ナベヅル         コチョウゲンボウ          アトリ 

   ミソサザイ          イチリンソウ         ニリンソウ 

  ヒメコウテンシ          アマサギ                    タカブシギ 
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● 近隣地区の探鳥会情報 

■日本野鳥の会 福岡支部 （参加費：会員 100 円 一般 300 円 中学生以下無料） 

■日本野鳥の会 筑後支部（参加費：会員＆高校生 100 円 一般 200 円 中学生以下無料） 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため当分の間、探鳥会情報掲載は見送ることにいた 

 します。 

お問い合わせは各支部の HPへ 福岡支部 http://hachikuma3.blog.fc2.com/ 

 筑後支部 http://grosbeak.blog.fc2.com/ 

 

● 探鳥会などのご案内 

 ※5月、6月の観察会はすべて中止いたします。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「野鳥さが」 ～日本野鳥の会佐賀県支部 会報～ 

公益財団法人 日本野鳥の会  〒141-0031 東京都品川区西五反田 3-9-23 丸和ビル  

電話 03-5436-2620(代) FAX 03-5436-2636 

 

日本野鳥の会佐賀県支部 支部長：宮原明幸 （☎ 090-2507-7085） 

事務局：島田 洋 （☎ 090-2393-1286） 

    支部 web サイト https://www.yacho-saga.org/ 

 

日本野鳥の会本部ＨＰにも最新の探鳥会情報

がありますよ！ → http://www.wbsj.org/ 

～野鳥さが原稿募集中～ 

①詩歌・句・イラスト募集！ 皆様の作品をお待ちしています。気軽にご参加ください。 

②投稿・ご意見などをお寄せください。（編集部：馬場順一） 
〒841-0053 鳥栖市布津原町 61 A12-11 携帯：090-5084-2649 

                                           （E メール） f_baba841@ybb.ne.jp 

（基山頂上 撮影：馬場順一さん） 

オキナグサ        翁になったオキナグサ        ???スミレ 

http://hachikuma3.blog.fc2.com/
http://grosbeak.blog.fc2.com/
https://www.yacho-saga.org/

